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浦
堂
地
区 

市
道
路
は
、
社
会
・
経
済
活

動
を
支
え
、
幹
線
道
路
へ
の
ア

ク
セ
ス
や
日
常
生
活
の
利
便
性

の
向
上
、ま
た
、災
害
時
に
は
、

避
難
路
・
延
焼
遮
断
帯
と
も
な

る
重
要
な
都
市
基
盤
施
設
で
す
。 

南
平
台
口
日
吉
台
線
は
、
南

平
台
か

ら
日
吉

台
へ
の

重
要
な

道
路
で

す
が
、

南
平
台

か
ら
大

蔵
司
の
間
が
未
完
の
ま
ま
で
す

が
、
浦
堂
交
差
点
か
ら
日
吉
台

に
行
く
並
木
道
は
歩
道
も
広
く
、

毎
年
け
や
き
や
イ
チ
ョ
ウ
が
四

季
の
色
を
出
し
毎
日
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。 

浦
堂
東
の
バ
ス
停
近
く
に
は
、

近
在
農
家
の
方
の
朝
市
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。 

服
部
地
区
は
、
急
激
な
住
宅

開
発
が
進
み
、
昭
和
43
年
、
５

つ
の
集
落
、
宮
之
川
原
・
塚
脇
・

浦
堂
・
大
蔵
司
・
西
之
川
原
が

町
名
と
な
っ
た
。 

浦
堂
を
流
れ
る
川
は
真
上
池

を
経
て
真
如
寺
川
か
ら
芥
川
に

流
れ
て
い
ま
す
。 

浦
堂
は
山
裾
に
沿
っ
て
古
く

か
ら
開
け
た
安
岡
寺
の
門
前
ま

ち
で
す
。 

浦
堂
本
町
に
は
、
安
岡
寺
に

通
じ
る
美
し
い
参
道
が
有
り
ま

す
。
安
岡
寺
町
は
も
と
も
と
、

安
岡
寺
の
寺
域
で
有
っ
た
と
の

事
で
す
が
、
今
は
住
宅
街
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

安
岡
寺 

古
び
た
感
じ
を
漂
わ
せ
て
い

る
「
山
門
（
総
門
）」
は
周
囲
の

木
立
に
と
け
込
ん
で
い
ま
す
。

百
㍍
ほ
ど
あ
る
長
い
石
の
階
段

を
登
り
き
っ
た
先
に
、
よ
う
や

く
本
堂
が
見
え
て
来
ま
す
。 

安
岡
寺
は
、
第
五
十
代
桓
武

天
皇
の
兄
君
に
あ
た
る
開
成
皇

子
が
こ
の
地
を
霊
地
で
あ
る
と

感
得
さ
れ
、
一
刀
三
礼
し
て
観

音
像
を
自
ら
刻
ま
れ
、
宝
亀
六

年
二
月
十
八
日
に
建
立
さ
れ
た
。 

現
在
の
本
堂
は
、
キ
リ
シ
タ

ン
大
名
で
有
名
な
高
山
右
近
に

よ
っ
て
荒
ら
さ
れ
た
後
に
再
建

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ

に
は
本
尊
で
あ
る
如
意
輪
観
世

音
菩
薩
、
愛
染
明
王
、
不
動
尊

な
ど
を
お
祀
り
し
て
い
る
。 

安
岡
寺
は
そ
の
「
安
岡
寺
」

と
い
う
名
よ
り
、
高
槻
観
音
と

い
う
名
称
で
親
し
ま
れ
て
お

り
、
神
峯
山
寺
を
北
山
観
音
と

い
う
の
に
対
し
、
安
岡
寺
は
南

山
観
音
と
も
呼
ば
れ
、
小
高
い

山
全
体
が
、
昔
か
ら
観
音
霊
地

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。 

本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る

本
尊
は
、
如
意
輪
観
世
音
菩
薩

（
秘
仏
）。
脇
仏
と
し
て
、
明

治
初
年
男
山
八
幡
宮
よ
り
移

さ
れ
た
愛
染
明
王
と
、
弘
法
大

師
作
の
不
動
明
王
が
、
安
置
さ

れ
て
い
る
。 

青
梅
観
音
堂 

安
置
さ
れ
て
い
る
行
基
作

と
い
う
千
手
観
音
坐
像
は
、
俗

に
青
梅
観
音
と
呼
ば
れ
、
平
安

朝
時
代

の
優
れ

た
代
表

的
作
品

と
し
て
、

こ
の
種

の
彫
刻

で
は
日

本
で
三
番
目 

に
古
く
、ま
た
最

大
の
も
の
で
あ
り
、
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

叶
観
音
堂
。 

古
く
は
阿
弥
陀
堂
と
呼
ば

れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
篤
志

家
の
寄
贈
に
よ
る
聖
観
音
菩

薩
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

般
若
塚 

宝
亀
６
年
（
７
７
５
）、
光

仁
天
皇
の
子
、
開
成
皇
子
の
創

建
と
伝
え
ら
れ
、
弟
子
の
開
智

が
一
石
一
字
の
大
般
若
経
を

書
写
し
て
安
置
し
た
こ
と
か

ら
、
安
岡
寺
般
若
院
（
は
ん
に

ゃ
い
ん
）
と
称
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

 

塚
の
上
に
は
大
き
な
山
桃

の
木
が
生
え
、
こ
の
木
に
密
接

す
る
よ
う
な
状
態
で
「
五
輪

塔
」
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

旧
暦
の
8
月
15
日
、
中
秋

の
名
月
の
日
に
は
、
こ
の
場
所

で
万
灯
供
養
が
行
わ
れ
る
よ

う
で
あ
る
。  

弘
紹
不
動
明
王 

 

「
本
堂
」
の
東
側
に
あ
る
広

場
の
奥
、
山
際
に
祀
ら
れ
て
い

る
「
弘
紹
不
動
明
王
」
は
毎
年

2
月
1
日
に
当
寺
で
行
わ
れ

る
節
分
会
大
護
摩
供
の
本
尊

と
な
り
、
多
数
の
大
峰
山
の
行

者
た
ち
が
大
護
摩
を
焚
き
、
行

者
た
ち
や
参
拝
に
訪
れ
た

人
々
が
焼
け
た
丸
太
の
上
を

素
足
で
歩
く
火
渡
り
式
が
行

わ
れ
る
。 

 

大
護
摩
は
人
の
心
の
奥
に

あ
る
煩
悩
を
浄
火
で
焼
き
清

め
、
無
病
息
災
、
交
通
安
全
な

ど
を
願
う
行
で
あ
る
と
い
う
。 

西
山
門 

境
内
内
側
か
ら
見
て
右
側

の
門
柱
の
境
内
側
に
、『
西
方

浄
土
極
楽
入
口
』
の
文
字
が
彫

ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
門
を
通
っ
て
境
内
を
出

る
と
き
は
確
か
に
西
の
方
角

に
向
か
っ
て
い
る
の
で
西
方

浄
土
の
入
口
と
言
え
な
い
こ

と
も
な
い
が
、
こ
の
門
か
ら
見

た
現
実
の
西
方
は
浄
土
や
極

楽
と
は
お
よ
そ
関
係
の
な
い

風
景
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。 

西
蓮
寺 

 

ご
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
像

で
、
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
伝

え
る
念
仏
道
場
で
、
明
応
年
間

（1492

～1501

）
に
草
創
さ
れ
、

宝
暦
年
間
（1750

代
）
に
本
堂

再
建
、平
成
10
年
に
屋
根
替
え

等
の
大
修
理
が
行
わ
れ
た
。 

平
成
16
年
に
山
門
の
新
築

工
事
が
行
わ
れ
、
木
の
新
鮮
な

匂
い
が
漂
う
よ
う
で
す
。 

境
内
に
は
鐘
楼
、
親
鸞
聖
人

銅
像
、
樹
齢
百
年
の
桜
な
ど
が

あ
り
静
か
な
境
内
で
す
。 

門
前
の
掲
示
板
に
は
、
そ
の
時

期
に
境
内
で
咲
い
て
い
る
花

の
写
真
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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〝
歴
史
の
散
歩
道
：
浦
堂
地
区
〟 

大
塚
地
区 

：

長
岡
京
市 
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1２月度行事予定 
 “芥川の自然と郷愁に誘われるまちの散策：真上地区” 

月 日：平成１９年１２月１３日（木）  

集合場所：JR 高槻駅 改札出口 １３：００集合 

順 路：JR 高槻駅→西国街道→教宗寺→芥川城跡碑→ 

門前橋→真如寺→笠森神社→緑ケ丘バス停 

 

1月度行事予定 
“新春の摂津地区を散策：総持寺･三島町地区”  

月 日：平成20年１月１７日（木） １３：００集合 
集合場所：阪急総持寺駅（西出口：駅員常駐口）   
順 路：阪急総持寺駅→総持寺→光明寺→疣水磯良神社→ 

新屋坐天照御魂神社→鴨神社→阪急富田駅 
（天候により順路を変更します） 

そ の 他：総持寺では住職に説明して頂く予定です。 
名札をご持参下さい。 
 
 

安
岡
寺
で
は
、平
日
に
も
関
わ

ら
ず
本
堂
・
青
梅
観
音
堂
等
を
開

門
し
て
頂
き
ま
し
た
。お
茶
お
菓

子
の
お
も
て
な
し
ま
で
し
て
頂

き
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 


